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人事と法の対話
――新たな融合を目指して
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「限定正社員」「雇用の多様化」「解雇規制緩和」「ブラック企業」……。新聞で目にすること
ありませんか？　最近，政府が議論しているのが，これらの雇用システムの問題点と新しい
雇用のあり方についてです（なお，「限定正社員」の議論については，本誌 45頁の大内先

生の「時の問題」欄の解説もご参考下さい）。
　「人事」と「法」はこれまで水と油のような関係だと言われてきました。本書は，人材マネジメント
と労働法の研究者が，その関係性に新たな変化が起こせないかを議論した 1冊です。話題のテーマを
素材にし，また，イオン，ベネッセ，コマツといった企業からゲストをお招きして，現場での人事と法
の関わりの実例を紹介いただくなど，多面的に人事と法が対話をすることで，従業員を“幸せ”にする
雇用のあり方こそ，人事と法の目指す新たな融合のかたちだということが見えてきました。
　判例から学ぶのとは一味違った労働法の姿を「人事」の側面を通じて感じることができると思いま
す。法曹を目指すみなさんにこそ読んでいただきたい本です。（鈴木）
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11のテーマを対談形式で一気に読みこなせます。


